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|
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顧
炎
武
に
『
肇
域
士
山
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
『
天
下
郡
図
利
病
書
』
と
針

を
潟
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
妙
木
で
し
か
俸
わ
っ
て
お
ら
ず
、
顧
炎
武
の

大
部
の
著
作
で
は
、
唯
一
出
版
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
は
東
洋
文
庫
に
遼
陽
に
関
す
る
部
分
の
零
本
と
京

都
大
皐
人
文
科
聞
宇
研
究
所
に
牽
濁
闘
立
中
央
闘
書
館
所
蔵
同
治
関
紗
本
の
景
印

本
が
あ
る
。

『
肇
域
士
山
』
の
成
立
を
考
え
る
に
は
、
蛍
時
の
経
世
致
用
の
皐
聞
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
「
嘗
世
の
務
」
を
意
識
し
、
地
方
の
利
弊
に
関
心
を

梯
う
と
い
う
意
味
で
の
経
世
致
用
を
考
え
る
と
き
、
一
定
の
主
題
を
意
識
し
た

時
論
の
前
提
と
し
て
現
状
を
知
る
こ
と
は
大
い
に
重
要
で
あ
っ
た
。
明
代
後
期

は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
通
俗
地
理
奪
回が
多
く
出
版
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

『
肇
域
志
』
を
こ
れ
ら
の
地
理
書
と
比
較
し
て
み
る
と
、
『
天
下
郡
園
利
病
書
』

と
は
異
な
る
叙
述
の
ス
タ
イ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
地
理
書
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
名
人
や
名
勝
、
奮
跡
の

紹
介
だ
け
に
重
貼
を
置
く
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
個
別
地
域
の
現
貨
を
知
る
こ

と
に
あ
り
、
そ
の
性
格
は
衝
僻
や
繁
簡
と
い
う
風
俗
や
土
産
等
の
項
目
の
掲
載

に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
中
に
見
え
る
衝
繁
な
ど
の
吏

治
に
関
す
る
按
語
や
皇
甲
の
数
を
素
材
と
し
て
、
『
肇
域
志
』
の
用
い
た
史
料

を
検
討
す
る
こ
と
で
明
末
の
経
世
皐
の
一
端
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
鐙
裁

の
上
か
ら
い
っ
て
も
顔
炎
武
が
『
肇
域
志
』
で
篤
そ
う
と
し
た
意
図
は
、
明
末

の
地
理
書
に
見
ら
れ
た
鐙
例
を
さ
ら
に
整
理
し
、
明
確
に
歴
史
地
理
の
上
に
盛

系
づ
け
る
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
小
高
句
麗
園
」
の
存
否
問
題古

畑

徹

こ
こ
で
問
題
と
す
る
「
小
高
句
麗
園
」
と
は
、
日
野
開
三
郎
氏
が
、
唐
・
聖

暦
三
(
六
九
九
〉
年
か
ら
遼
・
紳
燭
一
一
一
(
九
一
八
)
年
ま
で
の
閥
、
遼
東
地
区

(
遼
寧
省
東
部
)
に
存
在
す
る
と
主
張
さ
れ
た
、
高
句
麗
王
の
子
孫
官
同
氏
を
王

と
す
る
王
園
の
こ
と
で
あ
る
(
『
日
野
関
三
郎
東
洋
史
皐
論
集
八
・
小
高
句
麗
園

の
研
究
』
一
一
一
一
書
房
、
一
九
八
四
、
原
裁
は
『
史
淵
』
六
一
-
一

l
一
O
九
、
一
九

五
四
J
七
二
〉
。
氏
は
、
高
句
麗
滅
亡
〈
六
六
八
年
)
以
後
に
散
見
す
る
「
高

麗
」
史
料
を
巧
み
な
論
理
で
繋
ぎ
合
わ
せ
て
そ
の
園
の
存
在
を
主
張
し
、
精
微

な
図
際
情
勢
分
析
を
踏
ま
え
て
そ
の
歴
史
を
復
元
さ
れ
た
。
そ
の
園
際
情
勢
分

析
は
特
に
す
ぐ
れ
、
『
小
高
句
麗
園
の
研
究
』
は
東
北
ア
ジ
ア
情
勢
を
研
究
す

る
際
の
必
讃
文
献
と
い
っ
て
よ
い
反
面
、
肝
心
の
「
小
高
句
麗
園
」
に
つ
い
て

は
、
多
く
の
研
究
者
が
牢
信
半
疑
で
、
未
だ
そ
の
存
在
を
積
極
的
に
認
め
る
見

解
は
少
な
い
。
と
は
い
え
、
反
論
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
存
否
問
題
が
あ
い

ま
い
な
ま
ま
手
つ
か
ず
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
献
で
あ
る
。

本
渡
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
朕
を
打
破
す
べ
く
、
ま
ず
日
野
氏
が
「
小
高

句
麗
園
」
の
存
在
を
示
す
と
さ
れ
た
史
料
を
再
検
討
し
、
そ
の
見
解
の
問
題
貼
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